
「高専」発の知財が、地域を活性化する
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知のともしびを次代につなぐ専門教育の最前線
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知財戦略

「各国の知財庁との相互理解
と信頼関係を深める

『審査官協議』とは」
（マンガ：柏原昇店）

知財レポマンガ

未来の知財は 高専にあり！
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高度成長期に「即戦力の技術者養成」のニーズに応えて
登場した高等専門学校（高専）が、グローバルビジネスの
トレンドに沿った専門教育で、改めて注目されている。
その流れは、高専が従来から持つ「地元密着」という
特性と結びついて、地域産業のDXも推進していく。
次代の知財の担い手の宝庫である、高専の最前線をレポート。

時
代
の
潮
流
に
即
応
で
き
る

人
材
育
成
の
期
待
を
担
う
高
専

日
本
最
初
の
高
等
専
門
学
校（
高
専
）

12
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
高
度
経
済

成
長
の
た
だ
中
の
１
９
６
２
年
。
産
業

界
の
強
い
要
望
を
背
景
に
、
中
学
校
卒

業
者
に
５
年
間
に
わ
た
る
技
術
者
教
育

を
行
う
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、「
も

の
づ
く
り
大
国
・
日
本
」
の
発
展
を
支

え
続
け
た
。

現
在
、
日
本
に
は
58
校
の
高
専
（
国

立
51
校
・
公
立
３
校
・
私
立
４
校
）
が

存
在
し
、毎
年
約
１
万
人
が
入
学
す
る
。

本
科
を
修
了
し
た
学
生
の
６
割
が
就
職

し
、
残
り
４
割
は
、
よ
り
高
度
な
専
攻

科
へ
の
進
学
、
国
内
外
の
大
学
へ
の
編

入
や
留
学
、
起
業
な
ど
、
多
様
な
進
路

を
歩
む
。
５
年
間
一
貫
の
専
門
教
育
シ

ス
テ
ム
は
海
外
に
も
類
を
見
な
い
も
の

で
、
モ
ン
ゴ
ル
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
、「
Ｋ
О
Ｓ
Ｅ
Ｎ
（
日
本
型
高
等
専

門
学
校
教
育
制
度
）」
を
導
入
す
る
国

も
登
場
し
て
い
る
。

現
代
の
高
専
は
、
デ
ジ
タ
ル
や
バ
イ

オ
な
ど
最
先
端
分
野
の
人
材
育
成
機
関

と
い
う
側
面
で
も
期
待
を
集
め
る
。
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の
基

礎
知
識
を
全
国
民
に
求
め
る
政
府
の

「
Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」
に
積
極
的
に

呼
応
し
た
の
も
高
専
で
、
す
で
に
国
立

高
専
全
51
校
が
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定

制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
に
認

香川高等専門学校本科生の皆さん

次代の知財の担い手の宝庫である、高専の最前線をレポート。

!
未来の知財は 次代の知財の担い手の宝庫である、高専の最前線をレポート。次代の知財の担い手の宝庫である、高専の最前線をレポート。

!
未来の知財は

高専にあり
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定
さ
れ
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
全
国
51
校
の
国
立
高

専
を
設
置
す
る
国
立
高
等
専
門
学
校
機

構
（
高
専
機
構
）
理
事
長
に
、
高
専
が

今
ど
の
よ
う
な
変
化
を
迎
え
て
い
る
か

を
聞
き
、
先
進
的
な
取
組
を
行
う
高
専

２
校
の
現
場
を
取
材
し
た
。

全国51校の国立高専の知財の番人を務めつつ、
学生の知財リテラシー教育も支援しています
　高専で学ぶ大きな利点は、5年間かけて密度の高い
勉強ができることです。基礎から応用まで多様な知識
を身に付けつつ、授業の３割から４割を占める実験・
実習で経験を重ね、型にはまらない発想を育む高専の
学生は、いわばダイヤの原石。かつて高専の社会的な
役割は「即戦力エンジニア」のニーズに応えることで
したが、現在はそこに、閉塞した状況を打破するイノ
ベーションの担い手としての期待が加わっています。
高専の学生の「とにかくやってみる」という前向きな
マインドと、粗削りながら新鮮なアイデアに、企業は
大きな関心を寄せています。
　そうした背景の下、高専機構はモデルコアカリキュ
ラム（MCC）を策定し、学生が意欲的に学べる環境
づくりに努めています。これは全ての学生の到達目標
となる「コア」と、一層の高度化を図る指針となる「モ
デル」を提示したもの。進化を続ける半導体産業を視
野に半導体教育を強化するなど、社会の変化に対応す

る柔軟性とスピード感を重視しており、2024年度の入
学生からは、改訂版MCCに準拠したカリキュラムが新
たに適用されます。
　高専機構は、各国立高専で生まれた研究成果などの知
的財産の権利化も担っており、現在までに特許権をはじ
め約1,300件を出願し、ライセンス可能な特許情報デー
タベースも公開しています。また、高専の知財の番人を
務めるだけでなく、知財教育にも取り組んでいます。高
専の学生が知財を学ぶ意義は大きく2つあり、まずは自
分たちの権利を守り、他の国と交渉する上で、知財は重
要なカードになるという基本的な理解を身に付けること。
もう1つは、自分の研究分野の特許などを調べて、自分
の研究の水準や現在地を知る指標とすることです。私自身、
学生の発表会を見て、これはと思ったものには特許取得
の支援をしています。弁理士など専門家の力を借りつつ、
学生が特許取得の手続を実際に体験することは、とても
貴重な知財教育の機会になりますから。

EXPERT INTERVIEW

国際電気化学会日本代表、熊
本大学学長、国立大学協会副
会長、日本工学アカデミー副
会長、日本化学会筆頭副会長
などを歴任。2016年より高
専機構理事長に就任。専門は
電気化学、生物電気化学。

理事長　谷
た に

口
ぐ ち

功
いさお

独立行政法人
国立高等専門学校機構

知のともし
びを

次代につな
ぐ

の

知のともし
びを

次代につな
ぐ

次代につな
ぐ

の専門教育
最前線

資料提供：独立行政法人国立高等専門学校機構

2000年代に入り、高等教育におい
て「学校が何を教えたか」から「学
生が何をできるようになったか」へ
の質の転換が図られた。高専機構は、
高専教育の質の保証および向上のた
め、モデルコアカリキュラムを策定
している。

高専に

ようこそ！

KEY WORD

高専教育の
質保証サイクル

未来の知財は「高専」にあり特集 !

資料提供：独立行政法人国立高等専門学校機構

2000年代に入り、高等教育におい
て「学校が何を教えたか」から「学
生が何をできるようになったか」へ
の質の転換が図られた。高専機構は、
高専教育の質の保証および向上のた
め、モデルコアカリキュラムを策定
している。
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私
が
香
川
高
専
で
知
財
関
連
の
取
組

に
力
を
入
れ
始
め
た
の
は
、
２
０
０
０

年
代
初
頭
か
ら
。
産
学
官
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
、
地
域
企
業
と
の
共
同
研

究
と
い
っ
た
知
財
の
権
利
化
を
推
進
し

ま
し
た
。
学
生
へ
の
知
財
教
育
は
、「
特

許
検
索
の
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
」

を
基
本
に
据
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
‐
Ｐ
ｌ

ａ
ｔ
Ｐ
ａ
ｔ
（
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
）
を
使
っ
て
自
分
の
研
究
の
先

行
事
例
を
確
か
め
た
り
、
利
用
で
き
る

技
術
を
探
し
た
り
す
る
以
外
に
、
例
え

ば
就
職
を
考
え
て
い
る
企
業
の
知
財
に

関
す
る
動
き
を
調
べ
れ
ば
、
そ
の
企
業

の
戦
略
が
見
え
て
き
ま
す
。
皆
が
弁
理

士
を
目
指
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

あ
く
ま
で
技
術
者
や
研
究
者
と
し
て
必

要
な
特
許
の
利
用
法
を
学
べ
ば
良
い
。

高
専
な
ら
で
は
の
実
用
主
義
で
す
。

そ
し
て
知
財
活
用
の
次
フ
ェ
ー
ズ
を

模
索
す
る
中
、
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
東
京
大
学
の
松
尾
豊
教
授
と
出

会
い
、「
Ａ
Ｉ
と
知
財
を
結
び
付
け
た

起
業
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。香
川
高
専
は
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ（
※
１
）

の
常
連
な
の
で
す
が
、
さ
ら
に
入
賞
し

た
学
生
た
ち
が
、
松
尾
先
生
の
後
押
し

も
あ
っ
て
、
次
々
と
在
学
中
に
会
社
を

設
立
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
は
か

ね
て
、
高
専
生
の
進
路
と
し
て
地
元
の

優
良
企
業
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
技

術
や
熱
意
を
生
か
し
た
起
業
と
い
う
選

択
肢
が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
き
た
の

で
、
感
慨
深
い
で
す
ね
。

起
業
し
た
学
生
た
ち
が
、
母
校
を
ラ

ボ
と
し
て
活
用
し
、
事
業
で
得
た
利
益

で
母
校
と
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
。

後
輩
た
ち
が
、
起
業
し
た
先
輩
の
会
社

に
就
職
し
て
、
ま
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
芽
吹
い
て
い
く
。
そ
ん
な
好
循
環
の

実
現
こ
そ
、
未
来
の
高
専
が
生
き
残
る

道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
の
挑

戦
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。（
香

川
高
専
・
三
﨑
教
授
）

ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
関
心
が
あ
り
、「
高

専
ロ
ボ
コ
ン
」
優
勝
を
目
指
し
て
香
川

高
専
に
入
り
ま
し
た
。
研
究
室
で
も
、

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
送
電
線
の
保
守

業
務
を
劇
的
に
改
善
す
る
点
検
ロ
ボ
ッ

ト
（
の
ち
に
特
許
取
得
）
を
研
究
し
、

そ
れ
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る
異
常
検
知
を
掛
け

合
わ
せ
た
「
送
電
線
点
検
シ
ス
テ
ム
」

で
２
０
１
９
年
の
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
に
出
場
し

て
、
２
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
社
会
の

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
研
究
と
い
う
確

信
が
あ
っ
た
の
で
、
社
会
実
装
さ
れ
る

日
を
た
だ
待
つ
の
で
な
く
、
自
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
決
意
し
、
専
攻

科
１
年
在
学
中
の
２
０
２
０
年
８
月
に

起
業
。
そ
の
際
は
、
М
Ａ
ｉ
Ｚ
М
（
※
２
）

な
ど
各
方
面
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
専
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

知
財
教
育
や
起
業
の
コ
ア
と
な
る

高
専
な
ら
で
は
の「
実
用
主
義
」

研
究
成
果
の
社
会
実
装
を

自
ら
推
進
す
る
た
め
に
起
業

AI 特許を武器に
起業する学生も登場！

FEATURE

香川高等
専門学校
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は
「
地
域
の
Ｉ
Ｔ
の
つ
な
ぎ
役
」
と
期

待
さ
れ
る
の
で
、
今
後
は
送
電
線
分
野

だ
け
で
な
く
、
地
元
起
業
の
Ｄ
Ｘ
を
支

援
す
る
ツ
ー
ル
や
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
三
豊
Ａ
Ｉ
開

発
・
武
智
社
長
）

２
０
２
２
年
の
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
に
出
場

後
、
М
Ａ
ｉ
Ｚ
М
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
、
専
攻
科
卒
業
直
前
の
２
０
２
３
年

１
月
に
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
先
駆

者
で
あ
る
武
智
さ
ん
の
存
在
が
非
常
に

心
強
く
、
事
前
準
備
や

注
意
点
に
つ
い
て
の
実

際
的
な
助
言
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
起
業
と

い
う
選
択
に
家
族
や
地
域
の
方
々
に
は

驚
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
理
解
を

示
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
元
の
企
業
や
金
融
機
関
と
お
話

を
す
る
中
で
、「
高
専
の
若
者
が
頑
張

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
し
て
期
待
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

現
在
は
「
Ｉ
Ｔ
の
万
屋
（
よ
ろ
ず
や
）」

の
看
板
を
掲
げ
て
、
多
様
な
受
託
案
件

に
対
応
中
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
学
び
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。（
Ｄ
‐
ｙ
о
ｒ
о
ｚ
ｕ
・
柏

原
Ｃ
Ｅ
О
、
山
田
Ｃ
Ｔ
О
）

「
高
専
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」へ
の

地
域
の
期
待
に
恩
返
し
し
た
い

各種コンテストの強豪として知られる香川高等専門学校
（香川高専）。特筆すべきはこの数年、在学中に起業する
学生が次々と登場していることだ。同校で産学官連携
プログラムや知財教育を長年主導してきた三﨑教授と、
スタートアップで奮闘する教え子たちに話を聞いた。

（右）株式会社三豊AI開発代表取
締役社長・武智 大河：愛媛県
出身。2020年8月に会社設立
（中央）株式会社D-yorozu CEO・
柏原 悠人：香川県出身。2023
年1月に会社設立
（左）株式会社D-yorozu CTO・
山田 斉：香川県出身。柏原氏
と共に起業

武智氏は2019年に2位。2022年は柏原氏が「健康状態見守りシステム」
（文部科学大臣賞受賞）、山田氏が「混雑情報発信システム」で出場

※
１

全
国
高
等
専
門
学
校
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト（
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
）
…
…
Ａ
Ｉ
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
層
学

習
）と
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
活
用
し
た
作
品
の
事
業
性
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト
。
審
査
で
は
投
資
家
が
具
体
的
な
評
価
額
を
発
表

※
２
Ｍ
Ａ
ｉ
Ｚ
Ｍ（
マ
イ
ズ
ム
：
一
般
社
団
法
人
み
と
よ
Ａ
Ｉ

社
会
推
進
機
構
）
…
…
香
川
県
三
豊
市
・
東
京
大
学
大
学
院
松

尾
研
究
室
・
香
川
高
専
が
協
力
し
運
営
。
Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成
と
、

そ
の
技
術
を
使
っ
た
地
域
や
企
業
の
課
題
解
決
を
推
進
す
る

「特許庁で女性初の審査長・審判長を務められた須藤阿佐子先生、特許庁
出身で山口大学の知財教育体制を構築された佐田洋一郎先生の指導を仰
ぎ、INPIT（（独）工業所有権情報・研修館）の開発事業他を活用して、香川
高専の知財教育や地域企業との共同研究シーズの権利化を推進しました」

教授・博士（工学）三
み

﨑
さき

幸
ゆき

典
のり

香川高等専門学校電子システム工学科

KEY 
PERSON

所在地／香川県高松市勅使町355（高松キャ
ンパス）、香川県三豊市詫間町香田551（詫間
キャンパス）　URL／https://www.kagawa-
nct.ac.jp　設立／1962年　学生数／本科
1,442人、専攻科96人※2023年5月1日現在

独立行政法人国立高等専門学校機構
香川高等専門学校

PROFILE

山
や ま だ

田斉
ひとし 柏

かしはら

原悠
ゆ う と

人

武
た け ち

智大
た い が

河

KEY WORD 香川高専はDCONで
４年連続本選進出の実績

KEY WORD
「学生起業」を、
香川高専の新たな伝統に！

未来の知財は「高専」にあり特集 !

写真提供：香川高等専門学校

05

https://www.kagawa-nct.ac.jp%E3%80%80%E8%A8%AD%E7%AB%8B%EF%BC%8F1962%E5%B9%B4%E3%80%80%E5%AD%A6%E7%94%9F%E6%95%B0%EF%BC%8F%E6%9C%AC%E7%A7%91
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静岡大学で教鞭をとったの
ち、東京工業大学で理学部
長・理学院長・副学長を歴
任。2022 年 4 月から東京
工業大学名誉教授、沼津高
専校長。専門は分析化学で、
1997 年 に International Ion 
Chromatography Award、
2015年に日本分析化学会賞
などを受賞。

岡
おか

田
だ

哲
てつ

男
お

沼津工業高等専門学校
学校長・理学博士

FEATURE

沼津工業
高等専門学校

学生全員が 生きる力
として知財を学ぶ

高
専
の
魅
力
の
一
つ
は
、
専
門
性
の

高
い
「
尖
っ
た
人
材
」
を
輩
出
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
う
考
え
て
、
学
生
の
意

欲
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
工
夫

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
各
種
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
も
ち
ろ

ん
、
当
校
独
自
の
充
実
し
た
知
財
教

育
も
、
学
生
の
視
野
を
広
げ
る
一
助

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
全
員
が
年
１

回
知
財
教
育
を
受
け
る
と
い
う
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
他
校
に
も
例
が
な
い
と
思
い

ま
す
し
、
沼
津
高
専
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
取
組
を
主
導
し
て
い
る
の
が
大
津
教

授
で
、
次
の
世
代
が
そ
の
情
熱
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
良
き
伝

統
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

（
沼
津
高
専
・
岡
田
校
長
）

私
が
当
校
の
知
財
教
育
に
携
わ
っ
て

９
年
ほ
ど
。２
０
１
８
年
か
ら
は
、
全

学
年
で
年
１
回
必
ず
知
財
の
情
報
に
触

れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま

す
。１
年
生
の
時
に
、
著
作
権
や
産
業

財
産
権
の
考
え
方
、
こ
れ
ら
を
生
み
出

す
発
想
法
を
学
び
、
全
員
が
Ｊ
‐
Ｐ
ｌ

ａ
ｔ
Ｐ
ａ
ｔ（
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
）の
操
作
を
習
得
。２
年
生
と
３

年
生
で
、
地
域
に
お
け
る
知
財
の
活
用

や
訴
訟
も
含
め
た
実
践
的
な
知
識
を
弁

理
士
会
の
協
力
も
得
て
学
び
、
４
年
生

で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
技

術
や
ア
イ
デ
ア
を
考
え
ま
す
。

必
須
科
目
に
組
み
込
ん
だ
こ
れ
ら
の

普
及
型
教
育
に
プ
ラ
ス
し
た
、
よ
り
本

格
的
な
強
化
型
教
育
が
、
選
択
科
目
で

の
課
題
研
究
や
、「
知
財
の
Ｔ
Ｋ
Ｙ（
寺

子
屋
）」と
呼
ぶ
課
外
活
動
で
す
。
後
者

で
は
50
〜
70
人
程
度
の
学
生
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
複
合
的
に
進
め
て
お
り
、
主

な
も
の
に
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
電
池

自
転
車
レ
ー
ス
を
行
う
Ｋ
Ｖ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｋ

Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
深
海
２
０
３
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
４
Ｋ
撮
影
に
成
功
し

て
い
る
駿
河
湾
深
海
調
査
、
駿
河
湾
フ

ェ
リ
ー
と
提
携
し
て
Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
た「
学
び
の
船
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
代
表
例
は
、
現
在

専
攻
科
２
年
の
鈴
木
涼
太
く
ん
を
中
心

沼
津
高
専
独
自
の
知
財
教
育
で

「
尖
っ
た
人
材
」を
生
み
出
す

学
生
全
員
に
知
財
の
基
礎
と

思
考
メ
ソ
ッ
ド
を
伝
授
す
る

KEY 
PERSON
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実際の解決策技術的課題

いきなり解決に向かわない

【課題の分析】

9画面法
IF_QCD_SEC分析

などの思考ツールを使用 などの思考ツールを使用

抽象化 具体化

【解決ロジック】

40の発明原理
矛盾マトリックス

沼津高専生が学ぶTRIZの思考法 編集部作成

TRIZ（トリーズ）は、1946年にソ連（当時）の特許審査官が 250
万件の特許文献の分析を経て課題解決の思考法を抽出したメソッド。
「矛盾」「場」「法則」「技術システムの進化」など多様な概念で問題を
分析し、解決法を探る。

後列右から、オオグソクムシの研究に携わる北村さんと岩田さん／深海調査
と KV-BIKEに取り組む望月さん。前列右から、駿河湾の 3D模型を扱う渡
邊さん／「学びの船」担当の肥田さん／大津教授／特許取得 4件の知財王子・
鈴木さん／WIPOのスピーチコンテスト（詳細 P14）銀賞の藤江さん

大手電機メーカーでハードディスクドライブ開発に長年携わった後、鈴鹿高
専を経て 2015年より沼津高専で教鞭。WIPO（世界知的所有権機関）主催
のセミナーでも TRIZの講師を務める。

大
おお

津
つ

孝
たか

佳
よし

沼津工業高等専門学校
電気電子工学科教授・博士（工学）

1962年に開校した国立高専第１期校のひとつであり、
高専ロボコン第１回大会優勝（2020年の大会では大賞）
などの伝統を誇る沼津工業高等専門学校（沼津高専）。
知財教育に関する唯一無二といえる取組について、
同校の校長と担当教授に詳しく解説してもらった。

と
す
る「
ハ
ト
ギ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
鈴

木
く
ん
は
本
科
１
年
の
時
に
刃
物
研
ぎ

器
で
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
と
特
許
を
取
得
し
、
仲
間

た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
み
商
品
化
し
ま
し

た
。
企
業
主
導
で
な
く
、
学
生
が
自
ら

特
許
を
活
用
し
た
事
業
化
と
い
う
価
値

が
評
価
さ
れ
、
２
年
連
続
で
特
許
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

私
が
知
財
教
育
の
キ
ー
と
し
て
い

る
の
が
、
技
術
的
問
題
を
要
素
分
解

し
て
解
決
を
探
る
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ（
ト
リ
ー

ズ
）と
い
う
発
想
法
で
す
。
企
業
で
は

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
教
育
ツ

ー
ル
と
し
て
の
使
用
例
は
極
め
て
少
な

い
は
ず
。
研
究
で
は
、「
あ
ち
ら
立
て

れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ぬ
」と
い
う
矛
盾

の
壁
に
当
た
る
の
が
常
で
す
が
、
授
業

に
お
い
て
も
、
９
画
面
法
や
Ｉ
Ｆ
‐
Ｑ

Ｃ
Ｄ
‐
Ｓ
Ｅ
Ｃ
分
析
で
問
題
を
分
析
し

ま
す
。そ
し
て
現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
認
識
し
た
上
で
、
問
題
の
本
質
を

抽
出
し
ま
す
。そ
の
後
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
の

矛
盾
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
表
に
状
況

を
当
て
は
め
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

40
の
発
明
原
理
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン

の
中
か
ら
最
善
な
も
の
を
適
用
し
、
具

体
的
な
解
決
策
に
再
度
落
と
し
込
み
ま

す
。
地
元
企
業
と
の
連
携
に
お
い
て

も
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
を
使
っ
た
分
析
と
改
善

提
案
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
は
専
門
的
な
メ
ソ
ッ
ド
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
学
生
た
ち
に
は

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
は
誰
も
が
身
に
付
け
る
べ

き
、
社
会
を
生
き
る
力
」と
説
い
て
い

ま
す
。
私
が
考
え
る
知
財
と
は
、「
優

し
い
気
持
ち
を
も
っ
て
、
人
々
を
笑
顔

に
す
る
力
」の
価
値
の
総
体
。テ
ク
ニ
カ

ル
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生

を
切
り
開
く
思
考
の
枠
組
を
学
生
一

人
ひ
と
り
に
体
得
し
て
も
ら
う
の
が
、

沼
津
高
専
の
目
指
す
知
財
教
育
で
す
。

（
沼
津
高
専
・
大
津
教
授
）

所在地／静岡県沼津市大岡3600
URL／https://www.numazu-ct.ac.jp
設立／1962年　学生数／本科1,016人、
専攻科64人※2023年4月1日現在

独立行政法人国立高等専門学校機構
沼津工業高等専門学校

PROFILE

KEY WORD

大津教授と「知財のTKY（寺子屋）」

KEY WORD TRIZの実践プロセス

未来の知財は「高専」にあり特集 !

KEY 
PERSON

写真提供：
沼津工業高等専門学校
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ど
う
や
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
？

知
財
戦
略

INTELLECTUAL
PROPERTY 
STRATEGY

知
財
戦
略
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

特
許
技
術
を
駆
使
し
て
、
新
し
い
療
法
を
具
現
化
し
た
リ
ハ
ビ
リ
用
医
療
機
器
を

製
造
・
販
売
し
、
令
和
５
年
度
の
知
財
功
労
賞（
経
済
産
業
大
臣
表
彰
）を

受
賞
し
た
、
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
Ｖ
Ｒ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株
式
会
社
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
Ｖ
Ｒ

Vol.

11

まずは日本で体性認知協調療法（SCCT）を普
及させ、現在の医学では改善が難しいというあ
らゆる疾患の患者やその家族が改善の希望を持
てる世の中を作って、将来的にはその技術を世
界に向けて輸出していきたいですね。

代表取締役社長 原 正彦氏

INTERVIEW PROFIL E

株式会社mediVR

所在地／大阪府豊中市寺内
2丁目4番1号緑地駅ビル3階
（本部オフィス）
URL／https://www.medivr.jp
設立年／2016年
業種／医療機器製造・販売
従業員数／25名
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マンガ=柏
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特許庁タイムズ JPO TIMES2 02 3
D E C E M B E R

　経験豊富な支援担当者が、まずはご相談者
さまのお話を通じて“経営”と“知的財産”の課
題を把握し、事業・知財戦略の策定助言や、
それらの戦略に合った知財活動の方向性をご
提案。専門性の高い課題などについては、

弁理士・弁護士といった専門家やよろず支援
拠点をはじめとする関係支援機関と連携して、
効率的・網羅的に解決を図ります。相談は窓
口での対面相談に加え、訪問、電話、メール、
WEBでも受け付けています。

知財支援はINPITにおまかせ！
「知財総合支援窓口」は独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）が、

47都道府県に設置している地域密着型の相談窓口です。中小企業をはじめとした皆さまの経営課題解決に向け、
自社のアイデア、技術、デザイン、ブランドなどの“知財”の側面から支援を行っています。

知財総合支援窓口って？

インピット

研磨機の意匠権を活用したライセンス支援
省力経営でビジネス拡大を目指す　　　　［アース企画］

INPIT  REPORT |  VOL .1 1  |

0570 –082100（平日 9:00 ～ 17:00）

※全国 47 都道府県に設置されたお近くの窓口におつなぎいたします

INPIT知財総合支援窓口全国共通ナビダイヤル
TEL

https://chizai-portal.inpit.go.jp

知財総合支援窓口 知財ポータル

WEB

意匠登録第1676305号など

アイデア・出願・事業展開・海外展開 etc

支援のプロセス

　農業用機械の刃物研磨機に特化した事業を行う
アース企画。特に、刃物の2面を同時に研磨でき
る画期的な研磨機で市場の脚光を浴びています。

2017年、同社から特許権取得コストに関する
相談を受けたことがきっかけで、INPIT岡山県知
財総合支援窓口による支援をスタートしました。
INPIT岡山県知財総合支援窓口では、研磨機の特

長に見合った権利化のコスト低減と模倣品対策の
バランスから意匠の活用を提案。また、支援を行
う中で、企業規模から製造・販売が困難である事
情を踏まえ、意匠権を活用したライセンスモデル
を紹介。弁護士の活用や岡山県よろず支援拠点と
の連携により、当該ビジネスモデルにおける知財
契約の方向性や留意点のアドバイスも行いました。

支援の成果

　支援により意匠権6件（意匠登録第1676305
号など）を取得。さらに大手卸業者とライセン
ス契約を締結し、卸業者が製造・販売を担う形
でライセンスモデルを構築できました。その結
果、ライセンスフィーによって経営が安定。受

発注などの管理業務からも解放され、企業経営・
研究開発に注力できるようになりました。そし
てさらなる研究開発により、この研磨機を使用
した専用の研磨装置の開発に成功、上市するこ
とができました。

INPITがお手伝いしました！

GO  TO  WEB  

無
料
で

ア
ド
バ
イ
ス

所在地／岡山県総社市中原438-5
TEL／0866-92-6791
設立年／2013年　業種／製造業
従業員数／1人

PROFILE

アース企画

右：アース企画　代表佐伯様
左：岡山県知財総合支援窓口　大橋様

KEYMAN'S VOICE

　ライセンスモデルに移行したことで利
益を確実に確保できるようになりまし
た。従来は、製造原価が想定通りに下が
らず赤字の状態が続いていましたが、今
はライセンスフィーを考えるだけでよ
く、収益が成り立つようになりました。

アース企画
代表佐伯様より

　本研磨機のビジネスがライセンスモデ
ルに移行したことにより省力経営が可能
になったと考えています。今後は同社代
表の意識が再び研究開発に向かわれ、再
度大きなビジネスチャンスを掴んでいた
だくことを期待しています。

岡山県知財総合支援窓口
大橋様より

知財を活かして輝く
企業様のピックアップ
支援事例集はこちら
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特許庁タイムズJPO TIMES 2 02 3
D E C E M B E R

開発にはチームワ
ークが不可欠。メ
ンバーに上下関係
はなく、フラット
に活発な意見交換
を行っています。

［左から］商標課チーム飯田悠太さん、インフラチーム右田
純生さん、審査業務課チーム浦郷諒さん、審判課チーム菅
家裕輔さん、審判課チーム関口明紀さん

今回訪れたのは情報技術革新室です。AIなど最新のデジタル技術を活用して、
業務プロセスの改善を職員自らの手で行うのがこの部署。
17人の少数精鋭で、特許庁のDXをけん引しています。

特許の審査や登録だけでなく、実はさまざまな事業に取り組んでいる特許庁。知的財産権を守るため約3000人の職員たちは
日々どのような活動を行っているのでしょうか？ 広報室が各部署を全力取材し、業務内容や最新の話題を伝えます。

情
報
技
術
革
新
室
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｉ
Ｔ

活
用
に
よ
る
業
務
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
内

製
に
加
え
、
内
製
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た
職
員

の
業
務
改
善
の
マ
イ
ン
ド
と
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上

で
す
。
シ
ス
テ
ム
に
先
端
技
術
を
搭
載
し
、
庁

全
体
の
D
X
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

飯
田

基
幹
シ
ス
テ
ム
を
短
期
間
で
改
造
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
業
務
効
率
化
に
役
立
つ

シ
ス
テ
ム
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
開
発
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
た
ち

の
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
支
援
用
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
庁
内
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
半
年
ほ
ど
の
間
に
何
度
も
新

し
い
機
能
の
追
加
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
支
え
る
の
は
、
ア
ジ

ャ
イ
ル
開
発
と
い
う
手
法
で
す
。
計
画
↓
開

発
↓
テ
ス
ト
↓
リ
リ
ー
ス
と
い
っ
た
工
程
を

短
期
間
の
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
す
こ
と
で
、

利
用
者
に
と
っ
て
最
も
価
値
の
あ
る
シ
ス
テ

ム
を
迅
速
か
つ
柔
軟
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。私

た
ち
は
、
庁
内
の
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
で
な

く
、
商
標
の
出
願
人
の
方
の
た
め
に
、
出
願

書
類
作
成
を
支
援
す
る
「
商
品
・
役
務
サ
ポ

ー
ト
ツ
ー
ル
」
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

関
口

進
化
が
早
い
A
I
な
ど
の
最
新
技
術

を
活
用
し
な
が
ら
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る
現

場
の
課
題
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
て

い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

情
報
技
術
革
新
室
に
は
、「
業
務
を
改
善

し
た
い
」と
考
え
た
職
員
た
ち
が
、
商
標
の

審
査
や
審
判
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
か
ら

集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
実
務
に
関
す
る
課

題
や
困
り
ご
と
を
職
員
か
ら
じ
か
に
聞
き
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
意
欲
的
に
解
決

業
務
改
善
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
す

活
気
に
あ
ふ
れ
た
内
製
チ
ー
ム

特許庁　　  部署となりの
特許庁広報室がユーザー目線で全力取材突撃！ 

情報技術革新室
VOL.07

SCOOP!!

研究室のような活気ある雰囲気！

気になる疑問Q&A

一般の審査官や事務職員がプログラマーとチー
ムで業務を行います。コーチ役の専門家による
研修や実習を経て、約半年間でゼロからITの知
識を身に付けていくため、専門知識は不要です。

情報技術革新室で
業務を行うのは
I Tの専門家たちですか？

Q

研修などを通してプロに
成長しますが、もともとは
初心者も多いです。

A

スクープ

いただき
！

Question
Question
Question
Question
Question

研修や実習を経て、約半年間でゼロからITの知Question
研修や実習を経て、約半年間でゼロからITの知
識を身に付けていくため、専門知識は不要です。Question
識を身に付けていくため、専門知識は不要です。

一般の審査官や事務職員がプログラマーとチー
ムで業務を行います。コーチ役の専門家による
研修や実習を経て、約半年間でゼロからITの知
識を身に付けていくため、専門知識は不要です。

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

浦
郷

こ
の
部
署
に
は
、
自
由
に
提
案
が
で

き
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
個
々
が
自
分
の

権
限
で
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
責

任
も
伴
い
ま
す
が
毎
日
仕
事
が
充
実
し
て
い

ま
す
。

菅
家

庁
内
の
仲
間
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ー

ザ
ー
が
、
完
成
し
た
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
便

利
だ
と
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
で
す
。

情
報
技
術
革
新
室
の
設
立
は
５
年
前
。
比

較
的
最
近
の
こ
と
な
が
ら
、
既
に
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
10
件
達
成
し
て
い
ま
す
。

右
田

業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
の
新
た
な

価
値
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
庁
内
で
の
私
た
ち
の
活
動
は
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
そ
こ
が
一
番
の
課
題
で
す
。
よ
り

広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
業
務

改
善
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
さ
ら
に
寄
せ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
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「各国の知財庁との相互理解と信頼関係を深める
『審査官協議』とは」

コミカルなタッチが特徴で、
マンガも描けるイラストレ
ーターとして広告・書籍・
blogなどで活躍中。自身を
クマのキャラ「パパン」に見
立てて、難しい物事をわか
りやすく伝えるのが得意。
X（旧 Twitter）：@kbst2

イラストレーター

柏
かしわ

原
ばら

昇
しょう

店
てん

さん

グローバル時代に欠かせない、各国の知財庁間の関係構築。ディスカッションを通じて
互いの国の知財カルチャーへの理解を深める大切な取組を、パパンが実地見学しました！
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韓国特許庁（KIPO）と審査官協議を実施しました／特許庁HP詳細はこちらからCheck13



特許庁タイムズ JPO TIMES2 02 3
D E C E M B E R

TOPICS
特許や意匠、商標など知財にまつわる注目の最新ニュースについて、専門家が分かりやすく解説！

今回は、「日常にある知財をもっと身近に感じるためのコンテスト開催」というニュースをピックアップします。

注目のあの話題を徹底解説!

小学生から大学生の学生・若者に、日常にある知財をもっと身近に感じてもらう
「Show and Tellプレゼンテーションコンテスト」開催TOPIC

IPO日本事務所は、「Show and Tellプレゼ
ンテーションコンテスト」を2023年9月28
日に開催。「イノベーション・クリエーショ

ンの素晴らしさを、あなたの言葉で」をテーマに、応募
者はShow and Tell方式で、自分の身近にある「発明」
や「創造」といった知的財産についてプレゼンテーシ
ョンを行った。

104名の応募者の中から事前ビデオ審査を経て、小
学生の部・中学生の部・高校生の部・大学生の部の
各部門で5名ずつ、合計20名のファイナリストが東
京・赤坂インターシティ Airに集合。幅広い分野から
招かれた審査員（特許庁からは広報室長・富士春奈が
出席）が、さまざまな角度から審査し、8名の受賞者
が決定した。

コンテスト詳細・
受賞者一覧・
当日の動画はこちら

W

写真提供：WIPO日本事務所

2004年に米国の競争力評議会（Council on Competitiveness）が発
表したパルミサーノ・レポートでは、イノベーションを「発明と洞察と
の交差点」と定義している。発明や創作が社会に浸透し、皆に受け入れ
られて初めてイノベーションになるという考えである。

Show and Tellというコンセプトを通して、発明や創作について考
え、人に伝え、皆でアイデアを出し合うことの重要性を伝えるべく、
WIPO日本事務所は「Show and Tellプレゼンテーションコンテスト」
を開催した。「Show and Tell」とは、英語圏の初等・中等教育を中心に
活用されている教育方法である。自分にとって大事なモノやトピック
について、大勢の前で発表し、モノを見せることを意味する「show」と、
伝えることを意味する「tell」を組み合わせて「Show and Tell」という。
発表に対する質問やコメントを通じて分かち合う時間を意味する

「Sharing time」とも呼ばれる。発表する力だけではなく、個性を尊重し
ながら、チームワークや聞く力をも養うことができる。

WIPOでは以前よりビデオや写真、詩などを題材に取り上げたコン
テストを実施しているが、WIPO日本事務所は2023年度、プレゼンテ
ーションという切り口で新たなコンテストを企画した。20名のファ
イナリストのプレゼンテーション内容は、環境、先端技術、発明品やア
イデアなど多岐にわたり、「オリジナリティー」・「課題解決」・「社会
貢献度」・「ストーリー性」・「表現力」の5つの項目に基づき、国内外の
外部審査員によって評価された。次代を担う若者たちを含め、こうした
Show and Tellにおける教育手法が活用され、多様な考え方を互いに尊
重しつつ、発明や創作を保護する知的財産制度とともに、オープンイノ
ベーションが一層促されることを期待したい。

オープンイノベーションを創出するために

WIPO'S COMMENTARY

世界知的所有権機関（WIPO）日本事務所
知的財産の価値がますます高まるボーダーレスな時代において、発明者や科
学者、エンジニア、創作者、芸術家などが一層評価されるよう、知的財産制

度の意義や役割を「伝道師」として広く国内外に発信するとともに、国際機関
の駐日事務所として、日本の知的財産ユーザーとの橋渡しに努めている。

P
A

T
E

N
T

 A
T

T
O

R
N

E
Y

E
X

P
L

A
N

A
T

IO
N
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※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

特許庁タイムズJPO TIMES 2 02 3
D E C E M B E R

令和3年から特許庁が取り組む I -OPEN PROJECTが「2023年度グッドデザイン賞」を受賞しました。
特許庁はこの活動を通して、社会課題解決に取り組むスタートアップ企業、非営利法人、個人などの知財活用を支援しています。

［お問い合わせ先］03-3501-6792
（特許庁広報室直通 平日9:00～17:30）
［E-Mailアドレス］PA0270@jpo.go.jp

※バックナンバーも
ご覧になれます

WEB版も
チェック！

発行：2023年12月15日　制作：特許庁広報室

Vol.59

「とっきょ」
アンケート

アンケートにご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.60）を送付いたします。

特許庁の広報誌「とっきょ」に関する
アンケートにご協力ください

特許庁の I -OPEN PROJECTが
「2023年度グッドデザイン賞」を受賞しました

I-OPEN PROJECTは、平成30年に経済産業省・特許庁が公表し
た「デザイン経営」宣言に基づき、特許庁自らが知的財産の価値を
利用者視点で新たに捉え直したプロジェクトです。対象となるのは、
特許権や商標権といった知的財産権を縁遠いものとして捉えていた、
社会課題解決に取り組むスタートアップ企業、非営利法人、個人など。
独占だけではない「アイデアを広げるための知的財産権の活用」を
促す支援を行い、社会課題の解決を後押ししています。

プロジェクトの
詳細はこちらから

I-OPEN PROJECT
WEBサイト

2023年度グッドデザイン賞
　詳細はこちらから
2023年度グッドデザイン賞 WEBサイト

　目から鱗が落ちることを英語で「eye-opening」とい
いますが、その響きで「何かを発見したときの驚き」を
表現。また、それを「I」と表記することで、知的財産

（Intellectual Property）とイノベーション（Innovation）
そして何より自分自身（I）をひらく、という意味を込めて、
この活動を「I-OPEN」と名付けました。

I - OPENとは

❶特許庁のミッションを再定義し、「一人ひとりが創
造力を発揮したくなる社会」の実現に焦点を当てた。

❷知財を、独占だけではなく、想いやアイデアを他
者と共有し、社会価値を共創するツールとして捉
え直した。
❸社会課題解決に取り組むスタートアップ企業、非
営利法人、個人などに寄り添った、伴走支援やコ
ミュニティー運営などを実施。

デザインのポイント

特 許 庁からのお知らせ

I -OPEN PROJECTとは1

　本プロジェクトでは、令和3年度からの2年間で計21者に対し、専門家によ
る伴走支援や研修、コミュニティー運営を実施し、知的財産権の活用を通じ
た社会課題解決を支援してきました。令和5年度以降もプロジェクトを継続す
るとともに、このプロジェクトを通じて生まれた知財活用事例などを、実施
過程も含め、 2025年大阪・関西万博において世界に発信していきます。

I -OPEN PROJECTの成果実績2

「知的財産権はビジネスを独占するためのものという長年固定された概念
から、思いや考えを共有し、信頼性を支え、アイデアを広げることに活用で
きるという新しい概念への転換を促す施策を、特許庁から打ち出している点
が画期的である。構想からブランディングまで、多角的な支援を行った点も
新しい。夢や意志のある少数の人を丁寧に支援して、質の高いロールモデル
を生み出すことで、後続の流れを促す本取り組みの手法は、多様な課題が山
積する現代において適切な手法だ。行政がデザイン的アプローチを計画し、
意欲的に取りまとめる活動によって、行政機関内にもデザインマインドを波
及させる取り組みとして、今後の施策にも期待している。」

受賞のポイント
（「2023年度グッドデザイン賞」審査委員の評価コメント）

3
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未来の知財は 高専にあり！

健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
る
人
に
と
っ
て

立
ち
は
だ
か
る
「
継
続
性
」
の
壁
。
食
生

活
改
善
を
決
意
し
て
も
、
食
事
管
理
が
面

倒
に
な
り
長
続
き
し
な
い
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た

悩
み
を
解
決
す
る
の
が
「
記
録
を
い
か
に

簡
単
に
す
る
か
」
と
い
う
点
に
特
化
し
た

健
康
管
理
ア
プ
リ
「
カ
ロ
ミ
ル
」
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
が
や
る
こ
と
は
基
本
的
に
、

毎
回
の
食
事
や
体
重
計
な
ど
の
数
値
を
ス

マ
ホ
で
撮
影
す
る
だ
け
。
特
別
な
操
作
は

必
要
な
く
、
カ
メ
ラ
ロ
ー
ル
の
画
像
を
Ａ

Ｉ
が
自
動
で
選
別
し
栄
養
素
の
解
析
や
デ

ー
タ
の
記
録
を
行
う
仕
組
み
で
す
。
コ
ン

ビ
ニ
総
菜
な
ど
の
膨
大
な
商
品
デ
ー
タ
が

登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
食
・
中
食
で

あ
っ
て
も
正
確
な
栄
養
記
録
が
で
き
る
こ

と
も
特
徴
で
す
。
２
０
２
３
年
よ
り
バ
ー

コ
ー
ド
と
栄
養
成
分
表
示
の
読
取
機
能
が

搭
載
さ
れ
、
よ
り
一
層
記
録
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

同
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
の
は
「
カ
ロ
ミ

ル
」
を
柱
に
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
躍
進
す
る
ラ
イ
フ
ロ

グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

棚
橋
さ
ん
は
「
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
て
世
界
中

の
人
々
の
健
康
を
食
事
か
ら
変
え
て
い
く

こ
と
」
が
目
標
だ
と
話
し
ま
す
。

共
同
設
立
者
の
阿
万
Ｃ
Ｔ
Ｏ
と
共
に
初

代
「
カ
ロ
ミ
ル
」
を
世
に
送
り
出
し
た
の

は
２
０
１
５
年
の
こ
と
。
元
々
は
ユ
ー
ザ

ー
が
自
ら
料
理
を
検
索
し
て
栄
養
を
記
録

す
る
仕
組
み
で
し
た
が
、
当
時
か
ら
「
健

康
管
理
は
ユ
ー
ザ
ー
の
継
続
性
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
課
題
を
意
識
し
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
で
開
発
に
着
手
し
た
の
が
「
カ

メ
ラ
ロ
ー
ル
解
析
機
能
」
で
す
。
Ａ
Ｉ
の

知
見
が
あ
っ
た
阿
万
Ｃ
Ｔ
Ｏ
主
導
で
開
発

を
進
め
ま
し
た
が
、
多
様
な
被
写
体
か
ら

食
事
と
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
写
真
だ
け
を

抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
相
当
な
労
力

を
要
し
た
と
い
い
ま
す
。「
当
初
は
全
く

関
係
な
い
画
像
が
読
み
込
ま
れ
る
不
備
が

頻
発
し
て
い
ま
し
た
。
地
道
に
Ａ
Ｉ
に
さ

ま
ざ
ま
な
画
像
パ
タ
ー
ン
を
学
習
さ
せ
る

工
程
を
繰
り
返
し
精
度
を
向
上
。
開
発
か

ら
８
年
を
経
て
今
で
は
99
％
以
上
の
精
度

を
誇
り
ま
す
」（
棚
橋
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
独
自
性
を
Ｐ

Ｒ
し
、
資
金
調
達
の
武
器
と
も
す
べ
く
こ

の
技
術
を
特
許
出
願
し
２
０
１
８
年
に
権

利
化
。
２
０
２
２
年
か
ら
知
財
メ
ン
タ
ー

の
株
式
会
社
Ｉ
Ｐ
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
を
招

き
、
オ
ー
プ
ン
ク
ロ
ー
ズ
戦
略
な
ど
の
知

財
戦
略
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ア
プ
リ
開
発
の
み
な
ら
ず
、「
カ

ロ
ミ
ル
」
の
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
の
他
社

や
医
療
機
関
へ
の
提
供
、
自
治
体
の
健
康

増
進
の
取
組
へ
の
参
画
他
、
自
社
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
多
様
な
事
業
を
展
開

す
る
同
社
。「
よ
り
Ａ
Ｉ
の
精
度
を
高
め

て
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
最
適
な
食
事
メ

ニ
ュ
ー
を
デ
リ
バ
リ
ー
で
き
る
仕
組
み
も

作
っ
て
い
き
た
い
。
食
の
質
を
向
上
さ
せ

つ
つ
、
よ
り
食
事
を
楽
し
め
る
。
そ
ん
な

世
界
観
が
理
想
で
す
」
棚
橋
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
同

社
が
描
く
未
来
図
を
語
り
ま
す
。

食
の「
質
と
楽
し
さ
」が

両
立
す
る
社
会
を
目
指
し
て

社
会
で
日
々
生
ま
れ
る
問
題
や

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
は
、

実
は
多
く
の
知
財
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
未
来
を
切
り
開
く

グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
を
セ
レ
ク
ト
し
ま
し
た
。

ライフログテクノロジー
株式会社

［COMPANY］  

［PRODUCT］

健康管理アプリ「カロミル」

ライフログテクノロジー株式会社
所在地／東京都中央۠日本橋3-2-14 

新ᴳ町ビルผ館第一 1階
URL／https://www.calomeal.com

業種／受ୗ開発ソフトエア業
従業員数／35人（2023年11月現在）

料理や体重計・݂ѹ計などのバイタルデ
ータの写真をࡱӨするだけで、AIがӫ養
素（主要ӫ養素7項目ʴビタミンなど22※

項目）を分析したり自動でデータを記録し
てくれるアプリ。3カ月後の体重༧ଌや推
AIによるダイエットなどのアドバイス
機能もある。同社の管理ӫ養士チーム主
導で外৯チェーンやコンビニ総ࡊなどの新商品データをৗにリサー
チし、ਵ時アプリのデータベースに登録・өしている。
※ iOS版。Android版は主要ӫ養素 7項目ʴビタミンなど 12項目

PROFILE

写真を撮るだけで
健康管理が
できるアプリ
৯事管理システム（特許第6355147号）

こ
こ
ろ
と
体
に
う
れ
し
い

知
財
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

I P
S E L E C T I O N  

今回の知財 VO L. 11

https://www.calomeal.com



